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【はじめに】水酸化ニッケル [Ni(OH)2]は、電気化学的に活性で、２次電池、電気化学キャパシ

タ、エレクトロクロミック・デバイスなどへ応用されている。特に、還元状態では透明な Ni(OH)2

が、酸化状態では褐色な NiOOH へ色変化するエレクトロクロミック特性を利用することで、ディ

スプレイやスマートウィンドウを作製できる。しかし、Ni(OH)2 の光学特性に関する報告は極めて

が少ない。そこで、本研究では、スパッタリング法により Ni(OH)2 薄膜を作製し、そのバンドギ

ャップエネルギー(Eg)の熱処理温度による変化を調べた。 
【実験】Ni(OH)2 薄膜は、RF マグネトロンスパッタ装置を用いて、金属 Ni ターゲットをアルゴ

ンと水蒸気の混合ガス雰囲気中で反応性スパッタする

ことで作製した。なお、真空中での熱分解を避けるた

め、基板温度は–80 ℃に冷却した。石英基板上に成膜

した試料を用いて、分光光度計で透過スペクトルを測

定し、光学的 Egを評価した。また、シリコン基板上に

成膜した試料を用いて、X 線回折と赤外吸収の測定を

行い、結晶構造と化学結合状態を評価した。熱処理は、

ホットプレートを用いて、大気中 50〜350 ℃の温度範

囲で１時間行った。 
【結果】熱処理前、および熱処理後の透過スペクト

ルを Fig. 1 に示した。なお、参考のため、酸素雰囲気

中、室温で作製した NiO 薄膜のスペクトルも示した。

この図より、Ni(OH)2 薄膜は、可視光領域で 80%程度

の高い透過率をもつことがわかる。また、熱処理温度

の上昇とともに、紫外線領域の透過率が徐々に低下し

た。そこで、Fig. 2 に示すように吸収係数(α)を光子エ

ネルギー(hν)に対してプロットすることで、Egを求め

た。Fig. 3 に示すように、Ni(OH)2薄膜の Eg は、熱処

理前は約 4.2 eV であったが、150 ℃以上の熱処理によ

り減少し、350 ℃熱処理後は約 3.8 eV となった。

Ni(OH)2 の粉末試料では、200–300 ℃で NiO に熱分解する

ことが報告されているので、Eg の減少は Ni(OH)2 の熱分

解によるものと考えられる。なお、図に示した NiO 薄膜

の Eg は約 3.4 eV と小さいが、これは若干、酸素過剰の組

成となっていたためと推測される。 
以上の結果より、スパッタリング法で作製した Ni(OH)2

薄膜の Eg は、約 4.2 eV であることがわかった。しかし、

150 ℃以上では NiO に熱分解するため、Egが低下した。 
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Fig. 1 Transmittance spectra
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Fig. 2 Absorption coefficient
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Fig. 3 Optical bandgap energy as a function 
of annealing temperature
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